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また Librαry0/ Congress Subject Heαdings ((LCSH) 24th ed. 2001)も Contractingout 





とともに、 Contracting ou tを標目として採用していることになります。
-アウトソーシングの歴史








































































































































情報院 (KoreaEducation & Research Information System， KERIS)のものを、出版
社や書庖よりも好む傾向がありました。
2) One-stop service (整理から書架の配列まで)について、 58.7%が導入を考慮しており、
特に専門大学は70.4%が導入の意志をあきらかにしました。
3) One-stop service (集書から整理まで)の導入は50.0%が賛成回答し、集書業務までを
アウトソーシングに含めることに戸惑いを示していました。
4) One-stop serviceを導入しても、最少人数の司書は必要と回答しました。
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第五、アウトソーシングに適合の業務として、
1 )現在アウトソーシングをしている業務は目録が最も高く、次にシステム管理 (Home-
pageの管理も含む27.0%)でした。
2 )アウトソーシングが最適合な業務としては、警備、清掃、コピー、そして整理業務となっ
ていました。現在アウトソーシングをしている業務と、アウトソーシングを希望する業務
が異なることがわかります。
3 )これからもアウトソーシングを考慮できない業務としては、まずレファレンス・サービ
ス、次に蔵書構成でした。
第六、効果的なアウトソーシングのための準備として、
1 )まずアウトソーシングを導入する前に、導入の必要性を検討し、その目標を明確にする
必要があります。費用削減は二次的な問題です。
2 )効果的なアウトソーシングを行うために、図書館は徹底的な事前計画を立案し、専門性
のある業者を選ばなければならないとしました。このような業者の不足は既に指摘したと
おりです。
3 )アウトソーシングが効果的と判明した場合には継続、維持する方が望ましいです。しか
しそうでない場合、必要な際に選択的または一時的に導入すべきであるとなっています0
4)全体的に大学図書館の司書はアウトソーシングを‘選別的にしなければいけない'とし
て無分別なアウトソーシングの導入に警戒し、次に‘図書館の構成員の合意'が必要であ
るとしていました。‘館長の意志'は最も低かったです。
最後に、司書が書いた自由意見を肯定的なものと否定的なものに分けると次のようになりま
す。
まず肯定的な見解は、
1 )管理者、いわば館長の明確な政策が図書館職員に理解されるなら、低予算で人力不足の
解消にとって有益です。
2 )蔵書開発も可能です。
3 )国立大学もアウトソーシングに肯定的です。
4)アウトソーシングは組織の構成員の効率的活用及び費用対効果が大きいが、アウトソー
シングチームの構成の際に専門司書の主導の下で行わなければ、サービスの質的低下を防
ぐことはできません。
5 )司書の業務負担を軽減させます。
6 )新刊図書の迅速な入手を可能にする利点もあります。
7 )予算と人手不足で適切な業務が分担しにくい大学の場合、特定の業務に関してはアウト
ソーシングを通した業務の効率性の再考も望ましいです。
8 )綿密な計画と十分な検討がなされるなら、図書館の全業務分野のアウトソーシングも可
能であるという驚くべき見解もありました。
否定的な見解は、
1 )費用対効果という名分で、司書自身が自縄自縛におちいる危険があります。
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2 )図書館職員が不足な場合には必要であるが、無分別なアウトソーシングの導入は経営者
にとって‘司書は必要ない'という認識を与え、人的構成に悪影響を与えかねませんO
3 )苦しく困難な仕事をアウトソーシングに依存するよりも、職員の質的水準を高める教育
と採用によるべきです。
4)あくまでも司書の非核心業務の領域に限定しなければなりませんO
5 )アウトソーシングの業者も専門職の従事者と認識し、それに相当する待遇をしなければ
なりませんO
これらの自由意見を総合すると、アウトソーシングの長所を生かし‘職員の不足'に対処で
きる可能性もあるが、問題点を解消できなければ経営者に‘司書無用論'を導くおそれがある
ことを示唆しているのです。
5. おわりに
これらの研究結果を基に、これからアウトソーシングの導入を計画している図書館に次のよ
うに提言します。
1 )大学図書館でアウトソーシングは全く新しい概念ではなく、現在では時間がかかる反復
的な業務である目録に集中していることが分かります。
2 )アウトソーシングを導入するなら、業者の職員だけでなく図書館の職員も一緒に参加さ
せる方が効率的です。
3 )司書はアウトソーシングがもたらす経済的利益よりもサービスの質の低下を心配するの
で、導入の際にこの点を熟考しなければいけませんO
4)全般的に大学図書館は‘職員不足'に直面していることがあきらかになりました。これ
はおそらく電算化以降より激しくなったと思えます。特に整理業務での‘職員不足'は
‘未整理目録の累積' という結果を生み、これは one-stopserviceを肯定的に把握する理
由の一つになると言えます。
5 )アウトソーシングを導入する前に必ず必要性にたいする妥当性を調査し、目標が明確で
なければなりませんO 事前計画を徹底することで、職員を減らす問題の余地を与えなt¥か
らです。
6 )アウトソーシングを導入する際、職員の合意を得ることが重要です。
7 )アウトソーシングの優先順位は、非核心業務から考慮するのが望ましいと思われます。
8 )専門業務の場合、整理業務から始めた方が業務の負担を減らし、効率を高めることにな
るでしょう O
9 )アウトソーシングが効率的だと判明したら持続的に維持することで、業務の一貫性を持
つことが望ましいです。しかし司書が参加して、その業務を学習する機会を持つことが必
要です。
10)システム管理分野の増加が見込まれるため、能力を備えた司書 CSystemLibrarian) 
を図書館自体で輩出できれば、司書の専門性を再考する機会になると同時に、費用も節減
できるでしょう O
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11)職員と予算が足りない場合、 one-stopserviceも考慮する必要があります。
12) one-stop serviceを導入するとしても最少の司書は残さなければなりません。司書は質
の低下を防ぎ、問題の解決に必要だという認識があります。
13)国家機関である国立中央図書館や学術機関である KERISは、 MARCデータについて
信頼度を高めなければなりません。
14)アウトソーシングの業者を決める際には、まず専門性を備えデータが十分であるかを把
握することが重要です。
15)アウトソーシング実施過程で現れる維持、補修、アフターサービスに関する事項を契約
の際に明白にし、持続的な管理が必要です。
16)そして業者は、専門性を高めるために専門司書を採用しなければなりませんO 図書館は
商業的な専門業者と敵対的関係ではないという認識も必要です。業者も専門司書であり、
なんらかの理由で図書館ではない業者で働く、司書のようにサービスの質と専門性を評価
する人たちなのです。よって、業者も競争力を持ち図書館の信頼を受けるためには、能力
のある専門司書を採用しなければなりませんO これは司書の就職の道を広くすることにな
るので、彼らと司書は同伴者であるという認識が必要なのです。
このような結論が必ずしも正しいとは言えませんし、また一般化することもできませんO そ
れでもこれからアウトソーシングをしようとする、またはせざるをえない図書館にとって、参
考になるのではないかと思います。我々が注目すべきことは、長所ではなく、その問題点であ
ると思います。ありがとうございました。
本稿は2002年10月5日に京大会館で行われた講演を基にしている O なおこの講演会は、京都
大学大学院教育学研究科生涯教育学講座、大学図書館問題研究会京都支部の共催で、約40名が
参加した。
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